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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷領域において被印刷物に画像をマルチパス印刷するためのインクジェット印字ヘッ
ド構成を有するマルチパスインクジェットプリンタのための被印刷物処理装置にして、
　前記被印刷物が連続ウェブを有し、
　該連続ウェブを前記印刷領域において支持するためのウェブ支持装置と、
　二つのリールを有するウェブ移送装置とを更に有し、前記連続ウェブが、該二つのリー
ル上に巻き取られ、該二つのリールの間で前記印刷領域を通って延出しており、
　前記ウェブ移送装置が、前記被印刷物の表面に、一回のパスにおいて前記画像の一つの
層の全体を印刷し、複数のパスにおいて前記画像の複数の層を印刷するために、前記被印
刷物へのインクの印刷中に前記二つのリールを回転させることによって、前記連続ウェブ
を前記印刷領域において前後方向に移動させるための手段を更に有し、
　印刷中に印字ヘッドは静止しており、また、前記ウェブ移送装置が、一回のパスにおい
て印刷される画像の長さと実質的に同じ長さだけ前記連続ウェブを移動させるように適合
されていることを特徴とする被印刷物処理装置。
【請求項２】
　前記二つのリールが回転可能であることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記印刷領域における前記被印刷物の移動に関する情報を測定するためのトラッキング
装置を、更に有していることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の装置。
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【請求項４】
　前記ウェブ移送装置が、弾性支持部材を更に有していることを特徴とする請求項１乃至
請求項３の何れかに記載の装置。
【請求項５】
　前記印刷領域において前記連続ウェブが略平坦となるように、前記ウェブ支持装置が適
合されている請求項１乃至請求項４の何れかに記載の装置。
【請求項６】
　前記ウェブ支持装置が、前記印刷領域においてプラテンを有することを特徴とする請求
項１乃至請求項５の何れかに記載の装置。
【請求項７】
　前記プラテンが、前記被印刷物の移動方向に前記画像長さと実質的に同じ長さで延出し
ていることを特徴とする請求項１乃至請求項６の何れかに記載の装置。
【請求項８】
　前記ウェブ支持装置の表面が、ドラム面にて構成されることを特徴とする請求項１乃至
請求項７の何れかに記載の装置。
【請求項９】
　前記ウェブ支持装置の表面が、略平坦であることを特徴とする請求項１乃至請求項８の
何れかに記載の装置。
【請求項１０】
　前記ウェブ支持装置の表面が、印刷方向において、画像の実質的全長に亘って延出して
いることを特徴とする請求項１乃至請求項９の何れかに記載の装置。
【請求項１１】
　前記ウェブ支持装置の表面の長さが、前記印刷方向において、印字ヘッドアレイの長さ
よりも著しく長いことを特徴とする請求項１乃至請求項１０の何れかに記載の装置。
【請求項１２】
　印字ヘッド構成を更に有する装置にして、該印字ヘッド構成が印刷方向に移動させられ
るよう適合されていることを特徴とする請求項１乃至請求項１１の何れかに記載の装置。
【請求項１３】
　前記印字ヘッド構成が複数のノズルを有し、該ノズルが、印刷方向に実質的に直角な方
向に、実質的に連続的なアレイに配置されていることを特徴とする請求項１２に記載の装
置。
【請求項１４】
　前記ウェブ支持装置の表面がドラムにて構成されており、印刷可能なドラムの円周が、
印刷される画像と実質的に同じ長さであることを特徴とする請求項１乃至請求項１３の何
れかに記載の装置。
【請求項１５】
　請求項１乃至請求項１４の何れかに記載の装置を有するインクジェットプリンタ。
【請求項１６】
　前記プリンタが、硬化性インクを硬化させるための放射線源を更に有していることを特
徴とする請求項１５に記載のプリンタ。
【請求項１７】
　二つのリールを有するウェブ移送装置のリール上に巻き取られ、前記二つのリールの間
で印刷領域を通って延出する連続ウェブにて構成される被印刷物に、画像を印刷する方法
であって、
　前記印刷領域において前記連続ウェブを支持する工程と、
　印刷中に印字ヘッドを静止した状態で保持する工程と、
　前記被印刷物へのインクの印刷中に前記印刷領域において前記連続ウェブを前後方向に
移動させて、複数のパスにおいて画像を印刷する工程と、
　前記連続ウェブを、一回のパスにおいて印刷される前記画像の長さと実質的に同じ長さ
だけ移動させる工程と、
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　各パスにおいて前記画像の一つの層の実質的全体を印刷し、複数のパスにおいて前記画
像の複数の層を印刷する工程と、
を含む、連続ウェブにて構成される被印刷物に画像を印刷する方法。
【請求項１８】
　前記印刷領域において、支持面上に前記連続ウェブを支持する工程を更に含む請求項１
７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記画像の実質的全長に亘って延出している支持面上に、前記連続ウェブを支持する工
程を更に含む請求項１７又は請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　印刷中に前記支持面を移動させる工程を更に含む請求項１７乃至請求項１９の何れかに
記載の方法。
【請求項２１】
　前記支持面がドラム面を有し、前記方法が印刷中に該ドラムを回転させる工程を含むこ
とを特徴とする請求項２０に記載の方法。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プリンタ内の被印刷物（substrate ）の移動に関するものである。本明細書
に記載されるいくつかの態様は、被印刷物がウェブを有する場合の適用と、ウェブに対す
る印刷に関するものである。本発明の態様は、リール供給材料（reel-fed material ）に
対する印刷と、プリンタ内で被印刷物を移動させるためのリール供給材料の使用に関する
ものである。本発明の好ましい態様は、インクジェットプリンタ等のプリンタへのウェブ
供給装置に関するものである。記載される実施例において、本装置は、特に工業用プリン
タに関連して適用される。
【背景技術】
【０００２】
　様々なタイプのプリンタが、種々の被印刷物に画像（image ）を印刷するために使用さ
れる。印刷中、インク又は他の印刷媒体が印字ヘッド構成から吐出され、被印刷物の表面
に付着される。画像の全体が被印刷物に印刷されるためには、一般的に、印字ヘッド構成
と被印刷物の相対移動が必要とされる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　公知の印刷システムでは、被印刷物の処理において問題が起こり得る。
【０００４】
　フラットベッドプリンタの中には、被印刷物が、印刷中、印字ヘッドアレイの下で往復
させられる被印刷物ベッド、例えばテーブル、の上に取り付けられるものもある。被印刷
物はテーブルに対して固定されているので、この方法は、印刷精度と印刷品質を高めるこ
とが出来る。また、印刷される被印刷物がテーブルに置かれていることによっても利点が
得られる。例えば、バンディングや芝生状縞模様などの印刷歪み（printing artefacts）
を軽減させようとする特定の印刷技術が、実行可能となる。画像の印刷の全体の間、被印
刷物の全体が印刷可能な場合、画像全体を印刷する計画、例えば、印刷歪みの発生を軽減
させようとする印刷計画、を立てることが可能となる。例えば、印刷歪みを隠す又は避け
るために、画像の異なるエリアが、異なる時に印字ヘッドの異なる部分で、所定のパター
ンで印刷されても良い。また、構成によっては、画像のプリントを形成し、その後、コー
ティング又はその他の処理を、印刷された画像に、テーブル上にある間に施すことが可能
である。例えば、画像が硬化性インクを用いて印刷される場合、最終硬化工程で、印刷画
像全体に亘るインクを硬化することが出来る。その他の場合には、被印刷物に一つの層の
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画像が印刷された後に次の層が印刷されることによって、画像を一連の層として印刷する
ことが望ましいであろう。
【０００５】
　しかし、フラットベッドプリンタの使用は、印刷において非能率的となる場合がある。
特に、被印刷物のテーブルへの取付け及びテーブルからの取外しは、時間が掛かり、この
間は印刷が実行されない。
【０００６】
　小型プリンタ及びオフィスプリンタにおいて、被印刷物が、例えば紙などの一枚一枚の
シートによって構成されることが一般的である。紙又はその他の被印刷物は、束として供
給される。また、その束から一枚一枚のシートを移動させる為のシート供給機構が用意さ
れ、かかる機構が印字ヘッド領域にシートを供給する。そのような構成は、一般的に、印
刷される被印刷物のサイズが大きい大型プリンタには実用的ではない。また、処理問題、
特に印刷されたシートの処理に関連する問題も起こり得る。
【０００７】
　ウェブ材料の形状で被印刷物を提供することは、公知である。材料ロールから「無限」
ウェブを供給することが知られている。ウェブはロールから巻き戻され、被印刷物に画像
を印刷する場所である印刷ステーションに送られる。公知の構成において、印字ヘッドア
レイは、被印刷物ウェブに対して、ウェブ材料の進行方向に略直角な方向に亘ってスキャ
ンするよう構成されている。この方法によって、画像のプリント帯（print swathes ）が
、ウェブ進行方向に対して直角に印刷される。このような構成において、ウェブは、例え
ば印字ヘッド構成に隣接するローラに、及び／又はスキャンの方向に対して直角な方向に
おける印字ヘッド構成の幅と同様の幅を有するプラテン（platen）に、支持されていても
良い。ウェブはプリンタを通過し、印刷されたウェブは回収される。帯での画像の印刷は
、例えば、プリント帯に対応した縞模様やバンディングなどの印刷歪みを引き起こす可能
性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の態様は、上記の問題及び／又はその他の問題の一つ又は複数を、克服及び／又
は軽減しようとするものである。
【０００９】
　本発明の一つの態様によれば、印刷領域において被印刷物に印刷するための印字ヘッド
構成を有するプリンタのための被印刷物処理装置にして、前記被印刷物がウェブを有し、
かかるウェブを前記印刷領域において前後方向に移動させるウェブ移送装置を有すること
を特徴とする被印刷物処理装置が提供される。
【００１０】
　好ましくは、ウェブは連続ウェブを有する。
【００１１】
　ウェブが、印刷領域において前方だけでなく後方にも移動させられるよう構成すること
によって、例えば下記に更に記載されるように、印刷構成及びプリンタ操作のより高い順
応性が達成され得る。
【００１２】
　好ましくは、装置は、印刷領域においてウェブを支持するためのウェブ支持装置を更に
有する。例えば、ウェブ支持装置は、ローラ等の離間要素を有していても良く、それらを
ウェブが通過し、その間においてウェブが印刷領域を通って延出している。例えば、支持
装置が、被印刷物プラテン又はベッドを有していても良く、ウェブが、例えば印刷領域内
で印字ヘッドに隣接してその上に保持される。
【００１３】
　いくつかの構成において、印字ヘッドは、ウェブ自体に直接印刷するように構成されて
いる。その他の例において、被印刷物又は複数の被印刷物は、ウェブに取り付けられてい
ても良い。
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【００１４】
　ウェブは、適切な重さ、厚さ、又はその他の特性を有する如何なる適した材料を有して
いても良い。例えば、ウェブは、紙又はカードにて構成されていても良いし、プラスチッ
クシート材料、ファブリック、又は、織物若しくは不織布である繊維質材料等の材料にて
構成されていても良い。ウェブがリール供給される構成において、好ましくは、ウェブ材
料は、例えばウェブの可撓性に関係して、リールに巻き付けられ得るものである。ウェブ
は、その表面に直接印刷が行われるのに適しているものでも良い。ウェブは、プリンタ内
で被印刷物要素を支持するのに適していてるものでも良く、被印刷物要素の表面に印刷が
実施される。
【００１５】
　本発明の一つの態様によれば、印刷領域において被印刷物に印刷するための印字ヘッド
構成を有するプリンタのための被印刷物処理装置にして、前記被印刷物がリール供給材料
を有しており、更に、かかるリール供給材料を前記印刷領域において前後方向に移動させ
る移送装置を有するものを提供する。
【００１６】
　本発明の一つの態様によれば、印刷領域において被印刷物に印刷するための印字ヘッド
構成を有するプリンタのための被印刷物処理装置にして、前記被印刷物が短冊状材料を有
しており、更に、かかる短冊状材料を前記印刷領域において前後方向に移動させる移送装
置とを有するものを提供する。本発明のいくつかの態様においては、材料がリールから供
給されない場合もある。例えば、印刷領域を通過するために、材料が、短冊状又は環状で
あっても良い。
【００１７】
　好ましくは、移送装置はリールを有し、使用中に、ウェブがリールに巻き取られ、リー
ルから印刷領域に供給される。好ましくは、移送装置がリールを有し、使用中に、ウェブ
がリールに巻き取られ、印刷領域からリールに供給される。
【００１８】
　好ましくは、移送装置が二つのリールを有し、該リールを使用することによって、ウェ
ブが前記二つのリールに巻き取られ、該二つのリールの間で印刷領域を通って延出してお
り、リールを回転させることによって、前記印刷領域内で、前記ウェブが前方及び／又は
後方に移動する。
【００１９】
　巻取り式構成を有する二つのリールの動きによって、ウェブの前後方向への移動が可能
となる。好ましくは、前記二つの車輪が回転可能である。
【００２０】
　したがって、プリンタ内でのウェブの前後方向への移動が容易とされている。好ましく
は、それらは個々に回転可能である。いくつかの構成において、一つの車輪が回転させら
れると、もう一方は自発的に回転するか、もしくは活動的に回転させられる。
【００２１】
　好ましくは、前記装置は、前記印刷領域における前記被印刷物の移動に関連する情報を
測定するためのトラッキング装置を更に有している。光学トラッキング装置が使用されて
も良い。
【００２２】
　好ましくは、前記装置は、マルチパス印刷方法に使用されるよう適合されている。好ま
しくは、被印刷物の移動は、マルチパス印刷方法をサポートすることが出来る。例えば、
各パス（pass）において、異なる色が印刷され得、及び／又は印刷された画像の解像度が
高められ得る。いくつかの実施例においては、各パスにおいて全ての印刷色が印刷されて
いても良く、前後方向の移動が、例えば印刷解像度を高める。
【００２３】
　好ましくは、前記ウェブ移送装置が、一回のパスにおいて印刷される画像の長さに対応
する距離だけ前記ウェブを移動させるように適合されている。このように、好ましくは、
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特定の画像が印刷されるウェブの全長が、マルチパス印刷操作における前後方向の移動に
おいて、印刷領域を通過する。
【００２４】
　この画像の長さは、例えば工業用プリンタにおいて、５０ｃｍを超える、好ましくは１
ｍを超える、好ましくは１．５ｍを超える、更には２ｍ以上の長さであっても良い。
【００２５】
　このように、各印刷パスにおいて、画像全体が処理され得る。この特徴は、印刷される
画像全体が各印刷スキャン（print scan）において処理され得るので、いくつかの構成に
おいて特に好まれる。これによって、例えば、印刷品質を向上させ、及び／又は印刷歪み
の影響を減少させるために、特定の印刷技術を使用することが可能となる。例として、印
字ヘッドに存在する欠陥ノズルによって起こる印刷画像に対する影響を軽減しようと努め
る印刷方法が挙げられる。公知の技術では、問題を特定の印刷区域に集中させて目立つよ
うにしてしまうよりも、各ノズルを印刷される画像の広範囲、例えば画像の実質的な全体
、に亘って広く使用することにより、パスの印刷を実施する。各パスの間に、印字ヘッド
が実質的な画像全体を処理することを可能とすることによって、ウェブに印刷する時に、
更なるそのような印刷技術とその他の印刷技術が使用可能となる。
【００２６】
　本発明は、また、印刷される画像がプリントの層として形成される印刷方法をも提供す
る。これを最も上手く行うために、好ましくは、被印刷物処理システムは、画像の実質的
な全体を各パスにおいて印刷することが出来るようなものである。
【００２７】
　好ましくは、前記移送装置が、弾性支持部材を更に有している。好ましくは、支持部材
は、装置内でウェブを支持するようなものである。好ましくは、装置内でウェブの方向が
反転する時、ウェブの揺れの危険性を減らすために、弾性支持部材が移動する。したがっ
て、一つまたは複数のそのような支持部材を使用することによって、ウェブの移動方向を
より早く反転させることが可能となる。
【００２８】
　支持部材は、部材の移動を可能とするために、弾性的に取り付けられていても良い。或
いは、又は加えて、支持部材は弾性変形可能な材料にて構成されていても良い。好ましく
は、一組又は複数の支持部材が、両方向に反転可能なようにウェブを支持するよう設けら
れている。
【００２９】
　本発明の明細書に記載されている実施例において、複数組のフェストゥーン（festoon 
）が設けられている。
【００３０】
　好ましくは、前記ウェブ支持装置は、前記印刷領域において前記ウェブが略平坦となる
ように適合されている。
【００３１】
　前記ウェブ支持装置が、前記印刷領域において、プラテンを有していても良い。実施例
によっては、プラテン又はベッドは使用されない。しかし、その他の実施例において、印
刷中、ウェブはベッド又はテーブルに支持されていても良い。実施例によっては、ドラム
の表面のような湾曲したプラテンが記載されているが（図６参照）、好ましくは、ベッド
は略平坦である。
【００３２】
　好ましくは、プラテンが使用される場合、印刷中、プラテンは印字ヘッドの下に配置さ
れる。印刷中に被印刷物をプラテンに保持するために、負圧源が設けられていても良い。
プラテンは平坦な固定テーブルにて構成されていても良いし、例えば、ローラ、コンベア
ベルト又はその他の要素を有していても良い。
【００３３】
　プラテンは、ウェブ及び／又は印刷領域の全幅に亘って延出していても良い（好ましく
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はウェブの移動方向に対して実質的に直角な方向）。その他の実施例において、全幅以下
の幅に亘って延出していても良い。好ましくは、プラテンは、印字ヘッドアレイの幅と実
質的に同じ幅に延出している。
【００３４】
　前記被印刷物上にインクをプリントする間、前記ウェブを前方及び／又は後方に移動さ
せるように、前記ウェブ移送装置が適合されていても良い。印刷中に、ウェブを印刷領域
内を通過させることによって、プリンタの印刷領域の面積よりも大きな画像面積が、一回
のパスで印刷され得る。
【００３５】
　その他の構成においては、被印刷物が印刷中に静止していても良く、被印刷物は、印刷
パスとパスの間、又はスキャンとスキャンの間にインデックスされる。
【００３６】
　前記プラテンは、前記被印刷物の移動方向に前記画像長さと実質的に同じ長さに延出し
ていても良い。
【００３７】
　この方法によって、被印刷物の印刷方向への前進を要することなく、被印刷物に全画像
が印刷され得る。この重要な特徴は、別個に与えられる。したがって、本発明の更なる態
様は、印刷領域において連続ウェブを有する被印刷物に印刷するための印字ヘッド構成を
有するプリンタのための被印刷物処理装置にして、前記被印刷物を支持するための支持面
を有する支持要素を含む、前記ウェブを前記印刷領域において支持するためのウェブ支持
装置と、ウェブを前記印刷領域において前後方向に移動させるウェブ移送装置とを有する
ことを特徴とする被印刷物処理装置を提供する。
【００３８】
　本発明の広義の態様は、印刷領域内の被印刷物に印刷するための印字ヘッド構成、更に
は印刷領域内の被印刷物を支持するための支持面を有する支持要素、及び被印刷物を印刷
領域を通過させるための被印刷物移送装置、を有するプリンタのための被印刷物処理装置
を提供する。したがって、広義の態様において、本発明は、印刷領域内に被印刷物ベッド
を有するプリンタと、一つ又は複数の被印刷物を印刷領域内の被印刷物ベッド上に供給す
る及び取り除く手段を提供する。好ましくは、被印刷物は長尺又は連続した細長い材料の
形状を有する。好ましくは、被印刷物は、リール供給材料にて構成される。ウェブは、印
刷領域へ及び印刷領域から、及び／又は被印刷領域内で、被印刷物要素を移送するよう構
成されていても良い。
【００３９】
　上記のように、使用される構成に応じて、更にはウェブの表面上に印刷が実行されるか
否かによって、ウェブは、種々の適切な材料の何れにて構成されていても良い。
【００４０】
　本発明の一つの態様は、印刷領域内の被印刷物に印刷するための印字ヘッド構成を有す
るプリンタのための被印刷物処理装置にして、ウェブを支持するための支持面を有する支
持要素を含む、前記ウェブを印刷領域内において支持するための支持装置と、被印刷物を
、印刷領域を印刷方向に通過させるための被印刷物移送装置を有することを特徴とする被
印刷物処理装置を提供する。
【００４１】
　好ましくは、支持面は、プリンタによって印刷される画像のサイズよりも小さくないサ
イズを有する。好ましくは、支持面は、被印刷物の全体を支えるようなサイズである。し
たがって、被印刷物の印刷可能な表面の全体は、支持面上でプリンタによって処理可能で
ある。好ましくは、画像の印刷中、印刷される被印刷物の実質的な全面積が利用可能であ
る。したがって、印刷歪みを減らすための幾つかの異なる技術が利用可能であり、及び／
又は、印刷画像がプリントの層として形成可能であり、及び／又は、別の印刷操作で印刷
される必要がある領域が減少可能となる。ウェブは連続ウェブにて構成されていても良い
。
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【００４２】
　前記支持面が、ドラム面にて構成されていても良い。
【００４３】
　前記支持面が、略平坦であっても良い。
【００４４】
　前記支持面が、印刷方向において、画像の実質的全長に亘って延出していても良い。
【００４５】
　前記支持面の長さが、前記印刷方向において、前記印字ヘッドアレイの長さよりも著し
く長くても良い。
【００４６】
　本明細書において記載されるいくつかの構成において、短尺なベッドが使用される。本
発明の態様によれば、少なくとも印刷される画像の長さを有する長尺なプラテンが使用さ
れる。
【００４７】
　したがって、いくつかの構成において、被印刷物移動装置は、ウェブを有する被印刷物
がその上を移動させられる、大型テーブルにて構成される。したがって、本発明のいくつ
かの例は、フラッドベッドプリンタに類似しており、プリンタベッドに別々の被印刷物を
取り付けるのではなく、印刷される被印刷物がプリンタに対してより単純に早く取付け及
び取外しされるように、連続ウェブが使用される。
【００４８】
　本発明のいくつかの実施例によって、プリンタの設置面積、取付け及び取外し時間にお
いて、著しい効率化が達成され得る。
【００４９】
　好ましくは、前記装置は印字ヘッド構成を更に有し、該印字ヘッド構成が印刷方向に移
動させられるよう適合されていることを特徴とする。
【００５０】
　印字ヘッド構成は、各パスにおいて画像の全長をスキャンするように、適合されていて
も良い。その構成は、マルチプルスキャンを行うように適合されていても良く、印字ヘッ
ド構成は、各スキャンの間で印刷方向に実質的直角にインデックスされる。或いは、又は
加えて、印字ヘッド構成は被印刷物の実質的な幅に亘って延出していても良く、画像は被
印刷物上で層状に形成される。
【００５１】
　そのような構成において、印刷中、ウェブは静止していても良く、例えば印刷が完了し
た時に一度だけインデックスされる。或いは、又は加えて、ウェブが印刷中に印刷方向に
移動させられても良い。
【００５２】
　印字ヘッドは、印刷方向に実質的直角方向に、被印刷物に亘ってスキャンするように構
成されていても良い。
【００５３】
  前記印字ヘッド構成が複数のノズルを有していても良く、前記ノズルが、印刷方向に実
質的に直角な方向に、実質的に連続的なアレイに配置されている。
【００５４】
　印字ヘッド構成は、好ましくは、複数の印字ヘッドを有する。
【００５５】
　前記支持面がドラムにて構成されていても良く、印刷可能なドラムの円周が、印刷され
る画像と実質的に同じ長さであることを特徴とする。
【００５６】
　したがって、印字ヘッドに対するドラムの回転によって（もしくは、ドラムの周囲で印
字ヘッドを移動させることによって）、画像全体が印刷され得る。
【００５７】
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　本明細書に示されるように、ウェブは、印刷中、及び／又は印刷操作と印刷操作の間、
前進させられ得る。ウェブが巻き付けられるリールは、好ましくは、ドラムの中に取り付
けられている。
【００５８】
　本発明は、また、本明細書に記載される装置を提供する。本発明の特定の態様は、イン
クジェットプリンタに特に適用される。
【００５９】
　前記プリンタは、硬化性インクを硬化させるための放射線源を更に有していても良い。
【００６０】
　前記プリンタは、マルチプルパスにおいて画像を印刷するように適合されていても良く
、各パスにおいて前記画像の一層が印刷される。
【００６１】
　好ましくは、各パスは、画像の実質的な全面積にて構成される層の印刷を含む。
【００６２】
　本発明によれば、印刷領域においてウェブを支持する工程と、該印刷領域において前記
ウェブを前後方向に移動させる工程とを含む、連続ウェブにて構成される被印刷物に印刷
する方法も提供される。
【００６３】
　本発明によれば、印刷領域において被印刷物を支持するための支持面を有する支持要素
を使用して前記ウェブを支持し、ウェブを印刷方向に印刷領域内を移動させる、連続ウェ
ブにて構成される被印刷物に印刷する方法も提供される。
【００６４】
　この方法は、印刷中に前記ウェブを移動させる工程を含んでいても良い。
【００６５】
　或いは、印刷中にウェブは静止している。ウェブは印刷操作と印刷操作の間、又はスキ
ャンとスキャンの間でインデックス又は移動させられ得る。
【００６６】
　この方法は、一回のパスにおいて、前記画像の実質的全長を印刷する工程を含んでいて
も良い。
【００６７】
　各パスの後、印字ヘッドは更なるパスの印刷のためにインデックスされ、画像を形成し
ても良い。いくつかの構成において、印字ヘッドアレイは画像の全幅に亘って延出してい
る。
【００６８】
　前記画像が複数のパスにおいて印刷されても良く、各パスが前記画像の一つの層の実質
的全体を印刷する。
【００６９】
　このように、表面仕上げの制御及び印刷画像のその他の特徴が、促進され得る。
【００７０】
　この方法は、前記印刷領域において、支持面上に前記ウェブを支持する工程を更に含ん
でいても良い。
【００７１】
　この方法は、前記画像の実質的全長に亘って延出している支持面上に、前記ウェブを支
持する工程を更に含んでいても良い。
【００７２】
　この方法は、印刷中に前記支持面を移動させる工程を更に含んでいても良い。
【００７３】
　前記支持面がドラムの表面を有していても良く、前記方法が印刷中に該ドラムを回転さ
せる工程を含んでいても良い。
【００７４】
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　本発明の広義の態様は、ウェブ上に印刷をするためのプリンタを提供し、該プリンタは
、印刷領域においてウェブを支持するための手段、及び印刷領域においてウェブを前後方
向に移動させる手段を有している。
【００７５】
　連続ウェブについて言及する場合、好ましくは、ウェブは、その表面に複数の画像が印
刷され得るような大きさとされている。
【００７６】
　この方法は、また、実質的に、好ましくは図面を参照して本明細書において説明される
画像を印刷する方法と、実質的に、好ましくは図面を参照して本明細書において説明され
るプリンタ又は被印刷物支持装置とを提供する。
【００７７】
　また、本発明は、本明細書に記載の方法の何れかを実行するため、及び／又は、本明細
書に記載の装置特徴の何れかを実施するためのコンピュータプログラム及びコンピュータ
プログラム製品と、本明細書に記載の方法の何れかを実行するため、及び／又は、本明細
書に記載の装置特徴の何れかを実施するためのプログラムを記憶したコンピュータ可読媒
体とを提供する。
【００７８】
　本発明のある態様における如何なる特徴も、適切な組み合わせにおいて、本発明の他の
態様に適用しても良い。特に、方法の態様を装置の態様に適用しても良いし、逆もまた同
様である。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
　本発明の望ましい特徴を、添付図面を参照しつつ、単に例示としてここに詳細に説明す
る。
【００８０】
【図１】被印刷物供給及び印刷構成の第一実施例を概略的に示す側面図である。
【図２】図１の印刷構成のための制御システムを概略的に示す図である。
【図３】被印刷物供給及び印刷構成の第二実施例を概略的に示す側面図である。
【図４】被印刷物供給及び印刷構成の第三実施例を概略的に示す側面図である。
【図５】被印刷物供給及び印刷構成の第四実施例を概略的に示す側面図である。
【図６】被印刷物供給及び印刷構成の第五実施例を概略的に示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００８１】
　図１は、プリンタ１における第一被印刷物移動装置の概略側面図である。プリンタ１は
、そのノズルがプラテン７に近接して位置するよう配置されている複数のインクジェット
印字ヘッド５を有する印字ヘッド構成３を含んでいる。
【００８２】
　被印刷物９は、印字ヘッド５とプラテン７の間に配置されており、二つのローラ１０、
１０’の間で、プラテン７に略平行であり、印字ヘッド５のノズルアレイに直角である印
刷方向に延出している。印刷中に、画像を形成するためにインクが印字ヘッド５から被印
刷物９上に吐出される一方、被印刷物は印字ヘッド構成３に対して印刷方向に移動させら
れる。
【００８３】
　本実施例において、インクはＵＶ硬化性インク等の放射線硬化性インクであり、プリン
タ構成は更に二つの放射線源１１，１３を有する。放射線源は印字ヘッド構成３の両側に
配置され、印字ヘッド構成を越えて移動する被印刷物の移動方向に対して、実質的に平行
な方向において離間している。印刷操作中の被印刷物の移動の間、その表面に未硬化イン
クを有する印刷された被印刷物が、未硬化インクに向かって放射線を放出する放射線源１
１、１３の下を通過する。放射線は、インクを部分的又は全体的に硬化させるのに適した
波長及びパワーを有している。
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【００８４】
　本実施例において、放射線源は水銀ランプであるが、その他の放射線源も適宜、使用す
ることが出来る。例えば、いくつかの構成においては、発光ダイオードのアレイを使用す
ることが出来る。放射線源は、複数のタイプの源を有していても良い。二つの放射線源が
使用される場合、それらは同じでも異なっていても良い。例えば、一つの放射線源は、イ
ンクを部分的に硬化させるために配置され、もう一つの放射線源は、インクを実質的全体
を硬化させるために配置されていても良い。
【００８５】
　被印刷物９は、例えばコート紙のような、材料ウェブにて構成される。被印刷物は、カ
ード、ＰＶＣのようなビニル材料、ＰＭＭＡのようなアクリル材料を含んでいても良い。
【００８６】
　多くの構成において、ウェブ自体が印刷される被印刷物を構成する。その他の例におい
ては、実際に印刷される対象物又は被印刷物が、材料ウェブ上に配置されていても良く、
例えば、ウェブに取外し可能に取り付けられていても良い。
【００８７】
　材料ウェブは、供給リール１５と巻取りリール１７の間に延出している。供給リール１
５及び巻取りリール１７は、それぞれ、ウェブが巻き付けられる中央略円筒コアにて構成
される。供給リール１５と巻取りリール１７は、それぞれ回転可能スピンドル１９、２１
上で、プリンタ１内に取り付けられる。スピンドルの両方とも、正逆方向に回転可能であ
り、スピンドルをリールの巻き付き方向に適切に回転させることによって、リールからウ
ェブを送り出す又はリールにウェブを巻き取ることが出来る。適切な装置（図示せず）が
、スピンドル（１９、２１）を回転させるために設けられている。好ましくは、ウェブが
一方のリールから送り出され他方のリールに巻き取られるように、供給及び巻取りスピン
ドル１９、２１の動きが連動している。別の構成においては、関連するリールにウェブを
巻き取るために、スピンドル１９、２１の一つ又は両方が一方向に回転可能であり、ウェ
ブが他方のリールに巻き取られる時、ウェブを送り出すために反対方向に自由に回転する
。
【００８８】
　この方法によって、二つのリールの間で、ウェブが前後方向に巻き取られ得る。フェス
トゥーン２５は、リール１５、１７に近接して設けられる。フェストゥーン２５は一組の
小型支持ローラ２７にて構成され、その周囲に被印刷物ウェブ９が巻き付けられる。小型
支持ローラの少なくともいくつかが可動ローラである。可動ローラは、被印刷物の一方が
フェストゥーンセット内に巻き取られる位置であるホームポジションに偏倚しているが、
フェストゥーンセット内で巻き取られる被印刷物の長さを短くするために、２９の方向に
移動可能である。これによって、プリンタ内でのウェブの素早い反転が可能となる。
【００８９】
　したがって、印刷中に、印刷方向２３における二つの相対する方向において前後方向に
被印刷物が移動させられ得る。
【００９０】
　図示されている被印刷物構成のための印刷操作の第一の実施例において、印刷方向２３
に直交する印字ヘッド構成３の幅は、印刷される画像の幅よりも小さい。
【００９１】
　印刷中、スピンドル２１はリール１７にウェブを巻き取るために回転させられ、インク
が印字ヘッド５によって被印刷物の第一プリント帯に付着される一方、被印刷物が印刷方
向２３に移動させられる。第一の印刷パスの間、この方向に印刷が行われる時印字ヘッド
構成３の後方に位置する放射線源１３によって、付着されたインクが部分的に硬化される
。（その他の構成においては、この段階でインクを完全に硬化させても良い。）
【００９２】
　この第一の印刷スキャンが完了した時、スピンドル２１の回転が止められ、印字ヘッド
構成が印刷方向２３に直角な方向にインデックスされ、リール１５にウェブを巻き取るた
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めにスピンドル１９が作動させられる。したがって、被印刷物の移動方向は、逆になり、
第一の印刷パスの長さと同じ長さだけ第二の印刷パスが被印刷物で実行され、第二のイン
クの帯が第一の帯に近接及び／又は重なり合うように形成される。この第二のパスの間、
現在印字ヘッド構成３の後方に位置するもう一方の放射線源１１によって、付着されたイ
ンクを部分的に硬化する。放射線源が被印刷物の全幅に亘って延出している場合、放射線
源１１は第一の帯のインクを更に硬化することが理解されるべきである。あるいは、複数
の放射線源が印刷される画像よりも短い幅を有していても良い。この場合、複数の放射線
源は印字ヘッドと共にインデックスされても良い。インクを完全に硬化させるために、一
つあるいは複数のパスの実行（インクの付着なしで）、及び／又は、更なる放射線源の設
置が必要となるかもしれない。
【００９３】
　被印刷物の領域に画像全体が付着されるまで、更なるインクの帯が同様の方法で被印刷
物にプリントされる。
【００９４】
　被印刷物のインクが完全に硬化されると、被印刷物をローラ１５、１７のうちの一方に
に巻き取り、被印刷物の新たな部分を印刷のため露呈させるために、ウェブを前進させて
も良い。或いは、例えば、印刷される実際の対象物が、印刷中、ウェブによって支持及び
／又はウェブに取り付けられている場合、印刷された対象物はウェブから取り外され得、
更なる印刷対象物がウェブ上に取り付けられ得る。
【００９５】
　図１の構成に基づく第二の実施例において、印字ヘッド５は、印刷される被印刷物の実
質的な全幅に亘って延出している。インクの帯を被印刷物に付着する操作の全般は、上記
に記載した第一の実施例の操作と同じである。しかし、今回の場合、画像の全幅は第一の
パスで印刷される。第二のパスを印刷するために、印字ヘッドはインデックスされないか
、或いは次のパスが実行される前に、印刷方向に対して直角に少しの距離インデックスさ
れる。
【００９６】
　このように、この第二の実施例において、画像は層状に形成されることが理解されるだ
ろう。各層は、印刷される画像の実質的な全幅及び実質的な全長を有する。この方法によ
って、隣り合う又は重なり合う帯に形成される画像によって、例えば縞模様などの印刷歪
みが起こる危険性を軽減及び／又は取り除くことが出来る。
【００９７】
　また、異なる印刷及び又は硬化パラメータを、個々の印刷層に使用することも可能であ
る。この方法によって、印刷画像の特性を、望ましくない印刷歪みの危険性を著しく増大
させること無く制御することが出来る。
【００９８】
　印刷される層と層の間で、印字ヘッドのインデックスがあっても良い。この方法によっ
て、被印刷物の特定の部分の層が、印字ヘッド構成の異なる部分及び／又はノズルを用い
て印刷され得る。それによって、印字ヘッドに欠陥ノズルがあった場合などに起こるであ
ろう印刷欠陥の危険性及び／又は影響が軽減される。好ましくは、印字ヘッドのインデッ
クス距離は、印字ヘッドアレイの幅の約１０％未満、好ましくは約５％未満である。
【００９９】
　図１の第三の実施例の構成において、印刷画像は、印字ヘッド構成を通過する被印刷物
の一回のパスで印刷され得る。そのような実施例において、ウェブはプリンタ内で一つの
方向にしか移動されないであろう。
【０１００】
　図１の構成によって、一回のパスでの印刷も可能性として有し、ウェブに長尺な画像を
印刷することが可能となることが理解されるべきである。例えば、同様のサイズの画像を
印刷するためのフラットベッドプリンタと比べて比較的小型な供給構成でありながら、長
尺な画像が層状に形成され得る。
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【０１０１】
　本実施例又はその他の実施例に関連した印字ヘッド構成に対して言及される場合、適切
であればどのような印字ヘッドの構成でも使用することが出来、発明の実施例は、使用出
来る印字ヘッドの型や数に関して制限されることはないことが理解されるべきである。
【０１０２】
　図１に示される構成は、単に例として挙げられている。印字ヘッドは、ノズル列が実質
的に印刷方向に直角になるように配置されていても良いし、又はノズル列は異なる角度で
あっても良い。印字ヘッドは内在的に異なる角度のノズル列を与えても良いし、及び／又
は印字ヘッド自体が印刷方向と直角方向の間の位置で角度を有していても良い。
【０１０３】
　印字ヘッドは、一つのグループ内に配置されていても良いし、あるいは、二つ以上のグ
ループがプリンタに設けられていても良い。各グループが放射線源に関連付けられていて
も良いし、及び／又は一つの放射線源が二つ以上のグループのために設けられていても良
い。
【０１０４】
　各印字ヘッド構成又はグループは、二色以上のインクをプリントするための印字ヘッド
にて構成されていても良い。
【０１０５】
　各色のマルチプル印字ヘッドは、適切な如何なる構成内に設けられても良い。二つ以上
の印字ヘッドの列が設けられても良いし、列は互い違いに配置されても良い。好ましくは
、特定の色のノズルアレイが印刷方向に直角な方向に実質的に連続するように、列が配置
される。印字ヘッドを互い違いに配置することによって、隣り合う印字ヘッドと印字ヘッ
ドの間に形成されるギャップによって引き起こされるノズルアレイのギャップが防止され
得る。
【０１０６】
　印刷中に被印刷物が前後方向に移動させられる場合、各帯が、前回のものと比較して、
被印刷物の正しい位置に印刷されるように、被印刷物の位置がトラックされることが重要
となる。
【０１０７】
　図１の構成において、トラッキング装置３１が設けられている。これは、ウェブの横方
向への移動及び／又は印刷方向へのウェブの移動をモニターする光学トラッキング装置に
て構成されていても良い。例えば、被印刷物の上面に、その面に定期的にマークをするク
ロックトラック（clock track ）を有していても良い。ウェブが移動するにつれて通過す
るマークを検出することによって、被印刷物の位置が測定され得る。
【０１０８】
　プリンタ内のトラッキング装置３１の位置は適宜、選択される。
【０１０９】
　図２は、本明細書において記載される一つ又は複数の構成の部品の移動を制御するため
の制御システムの例を、概略的に示している。
【０１１０】
　中央制御ユニット３３は、印刷方向におけるウェブの位置に関する光学トラッキング装
置３１からの入力、インプット３５、及び／又は印刷方向に直角な方向におけるウェブの
位置に関する光学トラッキング装置３１からの入力、インプット３７を受け取る。これら
インプットは、適切な型のものであれば、一つまたは複数の異なるトラッキングユニット
から送られても良い。制御ユニット３３は、また、所望の画像を印刷するために、印刷中
に印字ヘッドの移動を制御する一つまたは複数の印字ヘッド制御ユニット３９と通信して
いる。
【０１１１】
　トラッキング装置３１から受け取った情報は、制御ユニット３３によって処理され、印
字ヘッドの移動、例えばウェブの横方向の移動に対する移動、に関する調整は、算出され
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て、実行のために印字ヘッド制御ユニット３９に送信される。
【０１１２】
　加えて、トラッキング装置３１から受け取った情報は、被印刷物に対する印字ヘッドの
最初の配置に関する初期状態を特定するために使用されても良い。
【０１１３】
　制御ユニット３３は、更に、ウェブリール１５、１７、ひいてはウェブを移動させるス
ピンドル１９、２１の移動を制御するためのスピンドル制御装置４１と通信している。
【０１１４】
　ウェブの移動に関するトラッキング装置３１からの情報は、制御ユニット３３及び、ウ
ェブの移動に関する調整、例えば、ウェブのストレッチ又はローラ１０、１０’のスリッ
プに対する移動、によって処理される。トラッキング装置３１からの情報は、また、印刷
操作が実行される前のウェブの最初の位置決めに使用され得る。例えば、ウェブ上の印刷
される被印刷物の位置が特定され得る。
【０１１５】
　一つの可能性としては、画像が印刷される前に、第一の印刷工程において、クロックト
ラック又はその他のモニターマークが、被印刷物及び／又はウェブに印刷されている。
【０１１６】
　図２に関連して記載される制御装置は、単に例示であって、必要な制御機能を別の構成
で実行することも可能であることが理解されるべきである。
【０１１７】
　図１の構成において、印刷中に被印刷物ウェブ９を支持するために、プラテン７が設け
られている。プラテン７は、任意である。プラテン７は、インクが付着される場所で被印
刷物が支持されるように、印字ヘッド５の領域内に配置される。図７に示される構成にお
いて、プラテンは印刷方向における印字ヘッドアレイ３の長さと概ね同じ長さを有する。
【０１１８】
　プラテン７は、フラットベッド等のテーブルにて構成されていても良い。例えば、プラ
テン表面の穴を通じて空気を引き込むことによって、被印刷物／ウェブをプラテンに保持
する真空又は負圧源が設けられていても良い。その他の構成も可能である。例えば、プラ
テン７は、真空又は負圧源付き又は無しのコンベアベルト、及び／又はローラ等の可動支
持体によって与えられていても良い。
【０１１９】
　支持体は、被印刷物の移動を補助しても良い。例えば、図１の構成のリールの駆動と関
連付けられて、可動支持体が駆動されても良い。
【０１２０】
  図１の構成において、プラテン７は、各印刷操作の間に印刷される区域内に被印刷物が
支持されるように、被印刷物の全幅に亘って延出している。或いは、プラテン７は印刷さ
れる被印刷物の幅より短くても良い。プラテン７は、印字ヘッドの移動に対応して、横向
きに移動可能である。
【０１２１】
　下記の実施例において、印刷方向に延出しているプラテンが使用される。
【０１２２】
　図３は、プリンタのための更なる印字ヘッド及び被印刷物構成が示されている。
【０１２３】
　上記と同様に、印刷される被印刷物は、ウェブ５９の形状である。或いは、被印刷物は
、印刷のためのウェブに取り付けられていても良い。プリンタは、プラテン５７とプラテ
ンに隣接する印字ヘッド構成５３とを有する。印字ヘッド構成は、略平行なアレイに配置
された四組の印字ヘッド５５を有する。
【０１２４】
　ウェブ５９は、プリンタ内に取り付けられた供給及び巻取りリール４９、５１に巻き取
られる。リール４９、５１の間で、ウェブは、印字ヘッド構成５３とプラテン５７の間の
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印刷領域５２内に延出している。プラテン５７とリール４９、５１の間でウェブ５９を導
くために、ガイドローラ５４、５４’が、プラテン５７の端部に配置されている。リール
４９及び／又は５１を（図示されないスピンドルによって）巻くことにより、ウェブ５９
が印刷方向５６に印刷領域５２を通過して移動させられ得る。
【０１２５】
　図１の配置とは対照的に、本構成の印字ヘッド５５は、印字ヘッドのノズル列が印刷方
向５６に略平行な方向に延出するようにされている。従って、この構成において、印刷方
向５６に略直角な方向での印字ヘッド構成５３のスキャン中に、印刷が為される。
【０１２６】
　図３のプリンタ構成の好ましい操作において、プラテン５７は、実質的に、印字ヘッド
構成５３の全幅に沿って印刷方向に延出している。好ましくは、プラテンは、印刷される
画像よりも大きなサイズであり、印字ヘッド構成５３のサイズは、画像面積の実質的な全
体が印字ヘッド５５の一回のスキャンで印刷され得るようなサイズである。従って、図１
に関連して記載されるように、印字ヘッド構成５３のマルチプルスキャンが行われること
によって、画像がインクの層として印刷され得る。
【０１２７】
　印字ヘッド構成は、一つのスキャン方向のみ、又は正逆方向両方のスキャン方向に印刷
しても良い。放射線源は、例えば図１に記載されるように、付着されたインクが硬化又は
部分的に硬化されるように、印字ヘッドに隣接して設けられていても良い。
【０１２８】
　印字ヘッド構成は、全印刷グリッドを埋めるため及び／又は印刷歪みの出現を減らすた
め、スキャンとスキャンの間で印刷方向にインデックスされる。印刷された仕上がり画像
の光沢やマット等、所望の印刷品質を与えるために、各スキャン又は一組のスキャンに硬
化及び／又は印刷パラメータが利用されても良い。
【０１２９】
　全画像が印刷されると、ウェブが印刷方向５６に進められ、印刷領域５２に新たな被印
刷物領域が現れる。
【０１３０】
　好ましい構成において、ウェブは、画像の印刷が終わるまで移動されない。或いは、印
刷中、ウェブが移動されても良い。例えば、スキャンの間に印字ヘッド構成５３がインデ
ックスされる代わりに、スキャンの間にウェブが印刷方向５６にインデックスされても良
い。
【０１３１】
　プラテンと印字ヘッド構成５３のサイズは、印字ヘッドの一回のスキャンにおいて、実
質的な画像の全面積が印刷され得るようなものであることが好ましい。これによって、画
像をインク層状にプリントすることによる利点が実現され得る。しかし、図３のプリンタ
構成は異なる方法で使用され得ることが理解されるべきである。例えば、印刷操作の間、
ウェブを移動させることによって、プラテンよりも大きい画像が印刷され得るし、及び／
又はプラテンのサイズよりも小さい画像が印刷され得る。
【０１３２】
　被印刷物ウェブの位置に関する情報を検出するために、光学トラッキングシステム等の
被印刷物トラッキングシステムが使用されても良いが、そのようなシステムは、特に、ウ
ェブが画像の印刷中に移動しない場合、必要ではない。従って、特に画像の印刷中にウェ
ブが移動しない場合、被印刷物に画像が正確に印刷されるであろう。
【０１３３】
　図２のものと同様の制御システムが、図３のプリンタ構成の操作に使用され得る。光学
トラッキング装置は、使用されてもされなくても良い。
【０１３４】
　図３の構成を使用するいくつかの例において、印刷可能な画像の長さは、画像が二つ以
上の区域において印刷されない限り、アレイの長さに限定されるので、印刷歪みを起こす
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危険性がある。また、図１の構成と比べて、印字ヘッドが大きく移動する必要がある。ヘ
ッドがスキャンとスキャンの間でインデックスされる場合、印字ヘッド構成５３の移動の
二つの軸が必要となり、プリンタが複雑になる。
【０１３５】
　しかし、いくつかの構成において、画像の印刷の間、ウェブは大きく移動しないので、
印刷の精度が高まる。また、ウェブに取り付けられた被印刷物が、上手く印刷され得る。
例えば、硬質な対象物が、例えば対象物の束から、及び／又は処理ステーション上の前回
の印刷物から、ウェブ５９に取り付けられ得る。対象物は、ウェブ５９に支持されて印刷
領域５２に移動させられる。印刷後、ウェブ５９に支持される対象物は、印刷領域５２か
ら移動させられてプリンタから取り除かれる、及びまたは、更なる印刷のために移動させ
られるか、処理ステーションに移動させられる。
【０１３６】
　ウェブ９の大きな移動及び／又は移動方向の突然の反転がない場合、図１のフェストゥ
ーン構成は必要とされないであろう。
【０１３７】
　図３のタイプの別の構成において、印刷方向における印字ヘッドの長さは、印刷方向に
おけるノズル列の長さが、プラテンの長さよりも実質的に小さくなるような長さである。
この場合、印字ヘッドアレイは、被印刷物の全長が印刷され得るように、スキャンとスキ
ャンの間で、印刷方向に進められ得る。
【０１３８】
　図４の構成において、ウェブ５９の移動のメカニズムは、図３のものと同様である。こ
の構成において、印字ヘッドアレイ６３の印字ヘッド６５は、印字ヘッド６５のノズル列
が印刷方向５６に略直角となるように配置されている。
【０１３９】
　この構成において、印刷の間、印字ヘッド構成６３は印刷方向に実質的に平行な方向に
移動する。示されている構成において、印刷方向５６に直角な印字ヘッドのノズル列アレ
イの幅は、プリンタ構成を用いて印刷される最も大きい画像の幅よりも少し大きい。これ
によって、印字ヘッド構成６３の各パスにおいて画像全域が被印刷物全体に亘って印刷さ
れ得る。印字ヘッド６５の複数のパスは、印刷される画像を形成する。或いは、一回のパ
スで画像が印刷されても良い。
【０１４０】
　複数のパスにおいて画像が形成される場合、印字ヘッド構成は、パスとパスの間で印刷
方向５６に実質的に直角な方向にインデックスされる。これによって、全画像グリッドが
印刷され得、及び／又は、例えばノズル欠陥による画像における印刷歪みの危険性が減少
され得る。
【０１４１】
　画像が印刷された後、ウェブ５９は、次の被印刷物を印刷領域５２に移動させるために
進められる。図３に関連して説明されたように、画像は、ウェブ５９及び／又はウェブ５
９上に取り付けられた被印刷物対象物に、直接印刷されても良い。例えば、プリンタ構成
は、ウェブ５９に支持された硬質なパネル上に画像を印刷するために使用されても良い。
ウェブ５９を移動させることによって、印刷された被印刷物が印刷領域５２から前進させ
られるにつれて、プラテン５７に隣接する印刷領域５２への移送のために、新たな被印刷
物がウェブ５９上に配置される。
【０１４２】
　本構成において、印刷され得る画像の長さは、プラテンの長さによってのみ限定される
ことが理解されるべきである。（但し、図１で記載されたように、プラテンの長さよりも
長い被印刷物が印刷される場合を考慮して、印刷の間ウェブがいくらか移動しても良い。
しかし、印刷長さは、リール４９と５１の間の距離によって限定されることもしばしばあ
る。特に、スキャンとスキャンの間で画像が部分的にのみ硬化される場合、画像が印刷さ
れた表面は、リール上のウェブに入り込んではならない。
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【０１４３】
　本構成において、印刷パスを行うために、印字ヘッド構成の大きな移動が必要となり、
インデックスを行うために、印字ヘッドの二つの軸の移動が必要となる。これによって、
印字ヘッド取付け構成が複雑で高価なものとなる。しかし、被印刷物に対する正確な印刷
が可能となる。なぜなら、画像が層状に形成されるので、画像全体にわたる複数の帯の印
刷による印刷歪みが、回避され得る。また、所望の画像品質、例えば光沢レベル、を与え
るために、印刷及び硬化パラメータを層毎に制御することが出来る。
【０１４４】
　図３及び４の構成において、放射線源６７、６９は、印刷ヘッド構成６３と共に運ばれ
ることが分かる。これは同じフレーム上にあっても異なるフレーム上にあっても良い。或
いは、又は加えて、例えばプラテン５７の端部に、印刷された画像が印刷領域５２から出
る時、印刷操作の最後でインク層が硬化され得るように、固定された硬化ステーションが
設けられていても良い。
【０１４５】
　図５に示される構成は、図１に関連して記載された構成の異なる形態である。対応する
部材は、同じ参照番号を使用して言及される。
【０１４６】
　図５の構成において、印字ヘッド５のノズル列が印刷方向２３に対して略直角となるよ
うに、印字ヘッド構成３が配置される。放射線源１１、１３は、印字ヘッド構成３の上流
及び下流に配置される。印字ヘッド構成は印刷方向に対しては殆ど静止しているが、印刷
方向２３に略直角な方向に対しては、進むことが出来る。
【０１４７】
　図１の構成に類似の構成において、ウェブ７９は、回転のためにスピンドル１９、２１
に取り付けられている二つのリール１５，１７の間を通過する。リール１５、１７のうち
のどちらかが巻かれると、ウェブ７９はリール１５、１７の間を印刷方向２３に進む。重
量の大きなリールを上下にスピンさせることなしにウェブ７９の移動を素早く反転させる
ために、各リール１５、１７に隣接して、フェストゥーン構成２５が設けられる。
【０１４８】
　図１の構成と図５の構成で大きく異なるのは、図５において、長尺なプラテン７７が、
印刷方向において、印刷方向における印字ヘッド構成の長さよりも著しく長くなるように
設けられていることである。ウェブ７９は、ガイドローラ８１、８３によって導かれるプ
ラテン７７の上面に沿って、フェストゥーンまで延出している。
【０１４９】
  印刷の間、図１の構成と同様に、印字ヘッド構成３は印刷方向に対して実質的に静止し
ており、スピンドル１９、２１を作動させてリール１５、１７を前後方向に駆動させるこ
とによって、ウェブが印刷方向２３に移動させられる。
【０１５０】
 しかし、図１の構成とは異なって、図５の装置において、プラテン７７はウェブ７９と
共に移動するので、画像の印刷中に、ウェブ７９とプラテン７７との間に実質的な移動は
ない。好ましくは、プラテン７７の移動は、ウェブ７９の移動に連動している。
【０１５１】
  図５において、ウェブは図示のために短くされている。８５において、ガイドローラ８
１、８３の間に延出しているウェブの長さが、プラテン７７の長さの約二倍となるように
、ウェブはガイドローラ８１、８３と印字ヘッド構成３の間を長い距離延出している。
【０１５２】
　好ましくは、印字ヘッド構成３は、ガイドローラ８１、８３の間の概ね中間部に位置し
ている。
【０１５３】
　印刷中、ウェブ７９は、好ましくは、例えば吸引源を使用して、プラテン７７に固定さ
れている。例えば、プラテンの上面は、複数の孔を有していても良く、その孔を通じて、
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ウェブをプラテン７７に固定するための真空が与えられる。
【０１５４】
　したがって、プラテン７７は、印刷操作の間ウェブ７９と共に移動させられる。印刷操
作が完了すると、プラテンから印刷された被印刷物を取り外し、プラテン７７に次の被印
刷物を印刷のために取り付けるために、ウェブ７９はプラテン７７に対して移動させられ
得る。
【０１５５】
　以下は、ウェブの一領域に画像を印刷するための印刷操作の一例である。
ａ）ガイドローラ８１のすぐ隣にプラテン７７を移動させる。
ｂ）スピンドル１９を作動させてリール１５を回転させて、ウェブ７９をリール１５に巻
　　き取り、印刷される被印刷物をプラテン７７上に移動させる。
ｃ）真空を与えて、プラテン７７にウェブ７９を固定する。この時点で、印字ヘッド構成
　　は、ガイドローラ８１から遠く離れたプラテン７７の末端部に位置する。
ｄ）第一の印刷パスが実行される。リール１５を駆動させるためにスピンドル１９を作動
　　させ、リール１５にウェブ７９が巻き取られる間、印字ヘッド５は、印字ヘッドノズ
　　ルからインクを吐出するために作動される。従って、図５に示されるように、ウェブ
　　７９は印刷方向２３において左右方向に移動させられる。スピンドル１９の移動は、
　　プラテン移動装置と連動しているので、印刷中、ウェブ７９とプラテン７７の相対移
　　動はない。プラテン７７と７９は、プラテンがもう一方のガイドローラ８３と隣り合
　　うまで、及び／又は印字ヘッド構成３がガイドローラ８３から遠く離れたプラテン７
　　７の端部に位置するまで、一緒に移動させられる。この印刷パスの間、下流の放射線
　　源１１が作動させられ、付着されたインクが部分的に硬化される。従って、インクの
　　第一層が、被印刷物上の画像面積全体に亘って付着される。
ｅ）印字ヘッド構成３は、印刷方向２３に対して直角な方向にインデックスし、第二の印
　　刷パスが実行される。スピンドル２１がリール１７を駆動するために作動させられて
　　、ウェブ７９をリール１７に逆方向に巻き取る間、印字ヘッド５は、印字ヘッドノズ
　　ルからインクを吐出するよう作動される。プラテン７７は、印字ヘッド構成３がガイ
　　ド車輪８１から離れたプラテン７７の端部に位置する、及び／又はプラテン７７の端
　　縁部がガイドローラ８１の近くに到達する場所まで、ガイド車輪８１に向かって後方
　　に移動する。印刷パスの間、下流の放射線源（このパスにおいては図５の源１３）が
　　付着されたインクの第二のパスを硬化する。
ｆ）必要であれば、第一及び第二の印刷パスに関して上記で示されたように、更なる印刷
　　パスが実行されても良い。全てのパスの間、プラテン７７の移動は、ウェブ７９の移
　　動と一致しており、ウェブ７９は真空によってプラテンに固定されている。
ｇ）全ての印刷パスが完了したら、印字ヘッドからのインクの吐出はなしだが、放射線源
　　１１、１３による付着したインクの更なる硬化と共に、一つ又は二つの更なるパスが
　　行われても良い。
ｈ）インクの全てが硬化したら、ウェブをプラテン７７に固定する真空が解除され、印刷
　　された被印刷物をプラテンから離間させて、次の被印刷物をプラテン７７上に移動さ
　　せるため、ウェブ７９がプラテン７７に対して、スピンドル１７及び／又は１９の作
　　動によって移動させられる。
【０１５６】
　インクは、ウェブ７９の表面及び／又はウェブ７９に支持される被印刷物に直接付着さ
れても良い。例えば、被印刷物は、印刷の間ウェブ７９に支持され、印刷操作と印刷操作
の間にウェブによって印刷領域内外へ運ばれる、硬質な板材から構成されていても良い。
【０１５７】
　画像の印刷の間、ウェブ及び／又は被印刷物は、プラテン７７に保持されているので、
プリンタ内のウェブの位置のトラッキングに使用されるウェブ上のマーカーは、なくても
良い。印刷操作の間、ウェブ７９はプラテン７７に保持されているので、印字ヘッドに対
するウェブの位置は、多くの実施例において、プラテン７７の位置を参照して決定され得
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る。
【０１５８】
　図６は、印刷されるウェブ及び／又は被印刷物が取り付けられるウェブを支持する構成
の更なる例を示す。
【０１５９】
　本構成は、二つのリール１５’、１７’がその内部に取り付けられている円筒ドラム１
００を有する。リールは、円筒ドラムの実質的全長に亘って延出しており、それぞれ、円
筒の長さ方向軸に平行に配置されていて、リール１５’、１７’をプリンタ操作中に回転
させるように構成されているスピンドルに取り付けられている。ドラム１００はそれ自体
、中央長さ方向延出軸の周りを回転可能に配置されている。ドラム１００が回転すると、
リール１５’、１７’及び関連する装置も回転する。
【０１６０】
　スリット１０２がドラムの表面を貫通して形成され、円筒の実質的な全長、長軸に対し
て実質的に平行に延出している。ウェブはリール１５’から巻き出され、スリット１０２
を通って外へ出て、ドラム１００の外面に巻き取られ、もう一方のリール１７’にスリッ
ト１０２を通って戻って行く。リール１５’、１７’のうちの何れか又は両方を回転させ
ることによって、ドラム１００の外表面でウェブが移動させられ得る。
【０１６１】
　一組の印字ヘッド５は、ドラム１００の円周に放射線状に延出するように配置される。
プリントされた物質、例えばインク、を少なくとも部分的に硬化させるための放射線源１
１’は、印字ヘッド５に隣接して取り付けられていることが示されている。更なる放射線
源を印字ヘッド５のもう一方側に設け、双方向硬化を可能としても良い。
【０１６２】
　印字ヘッドセット５は、ドラム１００の全長に亘って延出していても良いし、その一部
の長さのみに亘って延出していても良く、その場合、全ドラム表面に対する印刷を実行す
るために、印字ヘッド５の移動が必要とされる。同様に、放射線源もドラム１００の全長
に亘って延出していても良い。
【０１６３】
　印字ヘッドノズル列は、ドラム１００の回転軸に対して平行、又は異なる角度で配置さ
れ得る。
【０１６４】
　本構成において、印刷を実行するのために、様々な方法が使用され得る。これらの方法
のいくつかは、図１及び３から５に関連して記載された方法及び構成に対応する。
【０１６５】
　例えば、印刷操作はマルチパス印刷であっても良い。これは、ドラム１００を、複数回
回転するように、一方向に回転させることによって、及び／又はドラム１００を一方向に
回転させ、次のパスで反対方向に回転させることによって達成され得る。ローラ１５’、
１７’上のウェブは、ドラム１００の周りを適宜、インデックスされ、又は移動させられ
得る。
【０１６６】
　例えば、印刷中、ウェブはドラム１００に対して静止させられていても良く、印刷画像
を形成するために、印字ヘッドは軸方向にインデックスさせられる。印刷及び（必要なら
ば）付着されたインクの硬化が完了したら、ウェブは前進させられる。
【０１６７】
　印字ヘッドノズルがドラム１００の印刷可能な長さの実質的全長に亘って延出している
構成において、好ましくは、画像は、例えば帯よりも、層状に形成される。これによって
、硬化パラメータ等の印刷のパラメータは、形成される層毎に異ならせることが出来、そ
れによって、印刷歪みの危険性を減らすことが出来、例えば光沢度合い等の印刷画像の外
観を細かく制御することを可能とする。
【０１６８】



(20) JP 5579728 B2 2014.8.27

10

20

　ノズル列はドラム軸に対して平行に配置可能、又はノズル列はドラム軸に対して角度を
つけることも可能である。ドラム軸方向におけるノズル列の長さは、ドラムの長さよりも
短くても良い。
【０１６９】
　プリンタは、らせん状の軌道において、ドラムの上の被印刷物の印刷を実行するように
構成されていても良い。例えば、国際特許出願ＷＯ０３／００２３４９参照。
【０１７０】
　そのような構成は、小型で早い被印刷物処理装置を与えることが出来る。
【０１７１】
　本明細書に記載される本例及びその他の例、又は態様に関連して、印刷画像は層状に形
成されても良い。それら層の印刷パラメータ、例えば硬化方法に関するパラメータは、印
刷画像の所望の特徴を与えるために、層毎に異ならせ、制御され得る。英国特許出願第０
７０７８２７．２は、本明細書に参照することによって組み込まれる。
【０１７２】
　以上、本発明について記述してきたが、それはあくまでも例示に過ぎず、詳細に関して
は、本発明の範囲内で修正され得ることが理解されるべきである。
【０１７３】
　本明細書、及び（適切な場合には）請求の範囲や図面に開示された各特徴は、単独で、
若しくは適当な組合せにおいて提供されても良い。
【０１７４】
　要約すると、プリンタにおいて被印刷物を処理するための装置が記載される。記載され
た実施例において、被印刷物は、例えば連続ウェブのような、ウェブである。ウェブ支持
装置は、印刷領域においてウェブを支持するために設けられており、ウェブ移送装置は、
印刷領域においてウェブを前後方向に移動させるように適合されている。記載された実施
例において、マルチパス印刷が実行される。
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